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昔から、天然資源に乏しい日本は、技術立国として「ものづくり」に心血をそそいで発達してきまし

た。優れた技術と製品で我が国経済を支えてきました。現代に於いても、他国を凌駕するものづくり

の技術の開発に国力を傾注しております。

我々の金属熱処理業は、鋳造業、鍛造業、金属プレス業、金型製造業など日本の素形材産業

の一員であると経済産業省からも認知されており、その重要性も年々高く認められてきております。

金属熱処理加工は、金属材料の特性を十分に発揮すべく、加熱・冷却などの種々の熱パターンの

組み合わせ技術でありますが、近年は技術の開発、その処理方法の改善が著しく進んでおります。

これ等に携わる技術者の優れた技能を一定の基準で検定し、金属熱処理技能士として公証する国

家検定制度が昭和 46 年に制定されております。当組合では、技能士検定制度に対処するとともに

業界の技術の向上のため、又、社員教育の必要上から、当組合の技術委員会では、これまで、テ

キストの発行と改定を逐次してまいりました。当該テキストは、毎年金属熱処理技能検定試験の実

施前に行なわれる当組合主催の金属熱処理技能検定試験受験対策講習会で使用されているもの

です。今般の第 10 版は、JIS 規格の変更に伴い、一部見直しを行い、受験される皆様方に適切な

テキストをお届けしようと企画されたものであります。受験者の皆様におかれましては、当該テキストを

活用し、見事合格され、業界の発展にご尽力くださいますよう期待いたします。

最後にこのテキスト第 10 版の作成に当たり技術委員会およびテキスト委員の多大な努力に深く

感謝いたします。

平成 29 年 4 月
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